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「
ポ
ス
ト
小
泉
」
大
ア
ン
ケ
ー
ト

ネ複数の人物を推した場合は線分した。

11:立 安倍晋三 自民党幹事長代理 18票

2位 小 沢 一 郎 民主党副代表 4.5票

31'立 加藤紘一 元自民党幹事長 3.25票

4f立 谷垣禎一 財務大臣 3票

51立 福 田 康 夫 前官房長官 2.58票

6位 石原慎太郎 東京都知事 2.5票

7位 岡田克也 民主党代表 2.25票

81.立 平沼起失 前経済産業大臣 2.16票

9位 亀井静香 元自民党政調会長 2票

10位 野田聖子 元郵政大臣 1.5票

10位 町村信孝 外務大臣 1.5葉

麻生太郎1.33票 佐藤栄佐久 1票 与 謝野馨 1票

高村正彦1.33票 盟国博之 1票 片 山 蕃樽 0.5票

菅直人1.25票 竹中平藤 1票 北川正恭 0.5票

神崎武法 1票 田中康夫 1票 増田寛也 0.5票

小池百合子 1票 西村真悟 1票 亀井善之 0.33票

小富山洋子 1票 船田元 1票

桜井よしこ 1票 舛添要一 1票

次の総理はこの人

「次の総理」アンケート得票結果

橋
爪
大
一
一

郎

日
本
の
言
論
の
状
況
を
ひ
と
言
で
の
べ
る
な

ら
、
「
こ
と
ば
欠
乏
症
」
で
あ
る
。

お
し
ゃ
べ
り
に
類
す
る
雑
多
な
言
説
は
、
む

し
ろ
慌
れ
て
い
る
。
だ
が
公
共
の
場
で
、
人
び

と
の
合
意
を
う
み
だ
せ
る
、
た
く
ま
し
く
、
活

き
活
き
し
た
、
美
し
い
日
本
語
(
言
論
の
い
わ

ば
「
血
液
」
)
が
欠
乏
し
て
い
る
。
悪
性
貧
血
で

ふ
ら
ふ
ら
な
の
が
、
日
本
の
言
論
だ
。

か
つ
て
、
よ
ち
よ
ち
歩
き
の
戦
後
民
主
主
義

は
、
そ
の
う
ち
ま
と
も
に
こ
と
ば
を
使
い
こ
な

し
、
自
分
た
ち
で
制
度
や
政
策
を
決
め
ら
れ
る

O

と
信
じ
ら
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
こ
と
ば
は
、

no 
P

い
よ
い
よ
貧
弱
に
な
っ
て
い
く
ば
か
り
だ
。
こ

侍
れ
は
ど
う
し
た
わ
け
な
の
か
?

什
古
典
を
、
日
本
人
は
ま
す
ま
す
読
ま
な
く
な

逝
っ
て
い
る
。
「
活
字
離
れ
」
で
は
な
い
。
文
字
の

U

量
は
増
え
て
い
る
の
だ
が
、
情
報
と
し
て
読
み

n
Hd
 

座
捨
て
ら
れ
る
だ
け
で
、
自
分
の
価
値
や
哲
学
を

ム
間

一

民

一
保
め
、
人
間
と
し
て
の
基
盤
を
掘
り
下
げ
る
糧
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知
力
と
哲
学

震
壬橋Y
葦爪言
♀大き
教三3
1雪郎す

田
中
康
夫

田
中
康
夫
氏
は
、
党
内
政
治
と
無
関
係
な
ぶ

ん
、
有
権
者
の
ほ
う
を
向
い
て
い
る
。
政
治
姿

勢
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
し
、
無
駄
な
公
共
事

業
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
る
指
導
性
も
あ
る
。
時

代
を
読
み
照

明

と
哲
学
同
あ
る
。

ース
タ
ッ

フ
の
声
日
耳
を
岡
山
町
る
柔
軟
性
も
あ
る
。
指
導

者
に
必
要
な
資
質
だ
が
、
い
ま
の
政
治
家
に
は

欠
け
て
い
る
。
田
中
氏
自
身
、が
ど
こ
ま
で
首
相

に
向
い
て
い
る
か
わ
か
ら
な
い
が
、
こ
う
い
う

タ
イ
プ
の
政
治
家
が
も
っ
と
出
て
き
て
も
ら
い

た
し
。

80 

に
な
っ
て
い
な
い
の
だ
。

あ
る
学
生

「
塾
で
教
え
て
い
る
高
校
生
が
、

赤
十
字
を
ア
カ
ジ
ユ
ウ
ジ
と
読
ん
だ
の
で
驚
い

た
」
別
の
学
生
「
こ
の
大
学
に
も
ア
カ
ジ
ユ
ウ

ジ
は
い
っ
ぱ
い
い
る
よ
」
書
き
こ
と
ば
と
無
関

係
に
日
本
語
を
覚
え
て
い
る
証
拠
だ
。

私
が
小
学
生
の
こ
ろ
、

テ
レ
ビ
は
な
く
、
暇

ル
ピ
が
あ
る
か
ら
、

に
ま
か
せ
て
本
を
読
ん
だ
。

大
人
の
本
だ
ろ
う
と
勝
手
に
読
ん
だ
。
テ
レ
ピ

は
あ
と
か
ら
入
っ
て
き
た
。

い
ま
の
子
は
、

ビ
が
あ
る
。

文
字
を
習
う
よ
り
先
に
テ
レ

学
校
で
字
を
習
っ
て
も
、
話
し
こ

と
ば
を
こ
う
書
く
の
か
と
い
う
感
激
が
な
い
。

テ
レ
ビ
を
視
て
い
る
あ
い
だ
、
話
し
て
も
無
意

味
で
あ
る
。
話
し
こ
と
ば
で
も
書
き
こ
と
ば
で

も
な
い
、

無
責
任
で
不
自
然
な
傍
観
者
の
言
語

体
験
が
テ
レ
ビ
で
あ
る
。

人
び
と
の
合
意
形
成
に
役
立
つ
こ
と
ば
は
、

書
き
こ
と
ば

(
練
り
に
練
っ
た
思
索
や
哲
学
)

J 

ノ

ノ

を
基
礎
に
し
た
わ
か
り
や
す
い
話
し
こ
と
ば
で

あ
る
。
な
る
べ
く
多
く
の
人
び
と
に
、
き
っ
ち

り
思
想
と
行
動
の
枠
組
み
を
届
け
る
口

テ
レ
ビ
か
ら
始
ま
る
言
語
体
験
は
、
不
幸
だ
。

「
ア
カ
ジ
ユ
ウ
ジ
」
が
一
度
も
、
書
き
こ
と
ば

や
他
者
に
よ
っ
て
検
証
さ
れ
な
い
。
子
ど
も
じ

み
た
思
い
込
み
ゃ
情
念
が
、
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
ず

に
公
共
の
場
に
持
ち
込
ま
れ
る
。
そ
れ
を
煽
る

「
コ
ン
ト
」
も
ブ

l
ム
に
な
っ
て
い
る
。

「
こ
と
ば
欠
乏
症
」
に
は
、
社
会
的
背
景
と
必

然
が
あ
る
。
そ
れ
に
立
ち
向
か
う
に
は
、
学
校

で
こ
と
ば
を
教
え
る
や
り
方
を
変
え
る
こ
と
だ
。

学
校
は
、
テ
レ
ビ
と
逆
の
原
理
(
書
き
こ
と
ば

に
も
と
づ
い
て
話
し
こ
と
ば
を
使
い
こ
な
す
)

の
場
の
は
ず
で
あ
る
。
テ
レ
ビ
以
後
の
メ
デ
ィ

ア
文
化
を
踏
ま
え
、
こ
と
ば
の
尊
厳
、
こ
と
ば

を
使
う
人
間
の
尊
厳
を
取
り
戻
す
た
め
の
方
法

論
を
み
つ
け
る
こ
と
が
、
こ
の
国
の
言
論
を
復

活
さ
せ
る
第
一
歩
で
あ
ろ
う
。
@
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受
験
生
の
皆
さ
ん
へ

志
望
理
由
を
固
め
る
に
あ
た
っ
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

8 

え
て
語
る
こ
と
が
で
き
て
、
初
め

~畠翠里由を考えたら、
形にして残しておく

入試本番できみ5しさをア
ピーjレするためにも、考え
た志望理由はきちんと形に
して残しておこう。今月の
添削課題は「大学で学ぶこ
との意義J、「科学技術と日
本社会」の2本。どちうもき
みの考えたことをきみ自身
の言葉で形にしておくこと
ができる。ぜひ取り組もう。

く志
れ 望
た 理
。由

すを
べま
でと
のめ
学る
gsと
系き
統に

長義
通し
すて
るお
こい
とて
だほ
かし
りい
量....... 

考 E
にを
し東
.. ~回.

ぅ主
業
大
の
橋
爪
先
生
が
語
っ
て

大
学
と
は
学
聞
を

突
き
詰
め
る
と
こ
ろ

大
学
は
、
高
校
ま
で
で
教
え
ら
れ

た
こ
と
を
入
り
口
に
し
て
、
学
問
を

突
き
詰
め
て
考
え
る
場
で
す
。
「
原
理

か
ら
考
え
る
と
こ
う
な
る
だ
ろ
う
」

と
い
う
と
こ
ろ
で
と
ど
ま
っ
て
し
ま

っ
て
い
て
は
よ
本
物
の
勉
強
H

を
し

て
い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
「
理
論

的
に
は
こ
う
な
る
。
今
こ
こ
で
実
験

を
し
て
み
る
と
こ
の
よ
う
に
な
る
は

ず
だ
。
た
だ
、
そ
の
際
の
条
件
は
2

つ
あ
る
」
な
ど
と
実
際
に
行
う
に
お

た
っ
て
発
生
す
る
様
々
な
条
件
を
考

生
a工

岨
間
:

川
崎
品
軸
叫
岬
2

S
攻

先

尚
一
岬
郎

湘

万

三

山刊一昨大

駄一柵爪

エ
矧
要
同

時四

1、、

も
、
と
り
あ
え
ず
一
つ
の
目
標
を
決

て
H

本
物
の
勉
強
u
を
し
て
い
る
と
い

え
ま
す
。
大
学
で
は
、
こ
こ
ま
で
学

め
て
、
と
こ
と
ん
努
力
し
て
み
る
こ
と
。

大
き
な
選
択
で
す
か
ら
悩
ん
で
当
然

で
す
が
、
周
囲
に
流
さ
れ
ず
、
ま
た
、

聞
を
突
き
詰
め
て
い
き
ま
す
。
高
校

生
の
時
か
ら
テ
ス
ト
の
た
め
の
勉
強

決
断
を
先
延
ば
し
に
せ

や
受
け
身
の
姿
勢
で
は
な
く
、
算
剣

に
学
ぶ
こ
と
、
そ
れ
が
土
台
に
な
り

ま
す
。

刊
す
~
自
分
で
決
め
る
勇
気

を
持
っ
て
く
だ
さ
い
。

「
将
来
ど
ん
な
仕
事
を

し
た
い
か
」
を
自
分
で
決
め
る

勇
気
を
持
つ

大
学
で
学
部
を
選
ぶ
と
き
に
考
え

て
お
い
て
ほ
し
い
の
は
、
将
来
ど
ん

な
仕
事
を
し
た
い
か
と
い
う
こ
と
。

大
学
は
、
準
業
後
に
企
業
や
研
究
機

関
の
一
員
と
し
て
、
あ
る
い
は
弁
護

士
な
ど
の
資
絡
を
持
っ
た
職
業
人
と

し
て
「
働
く
」
こ
と
を
前
提
に
学
ぶ
場

だ
と
と
ら
え
て
ほ
し
い
で
す
。
め
ざ

す
仕
事
が
決
め
ら
れ
な
い
と
い
う
人

.
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ノ橋爪 大三郎
[プロフィーJレ]

1948年神奈川県生まれ。東大大学院社会学研究

科博士課程単位取得退学。執筆活動を経て、現在‘

東京工業大学大学院社会理工学研究科 ・価値シス

ノ テム専攻教j望。社会学者。東京財団・評議員、日本

¥町

ノ

J 
¥ 
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一ノ

コーポレートガパナンスフォーラム理事、日本構想

学会理事。著書:r幸福のっくり方(ポット出版

2000)J r世界がわかる宗教社会学入門(筑摩書房

2001)J r人間にとって法とは何かJrアメリ力の

行動原理j(PH P新書)ほか。
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世界の宗教と日本人
椀爪先生には 2005年まで]ICA広尾

訓練所の背年海外協力隊候ti日生向けに

“宗教主l会学"をテーマにご講義をT白い

ておりました。先生の講義は候補生にも

大変好評でしたが、今回は位界における

宗教の意味や日本人の宗教観、それにま

つわる諸問題について改めてお話を伺い

たいと思います。

宗教の発生
日本人はふだん、「宗教Jのことをあ

まり意識もせずに生活しています。まず

最初に、宗教がいつごろ、どのようにし

て出来たのかということから考えていき

ましょう。

いまある宗教の大部分は、古代に生ま

れました。古代とは、農業が始まった/1寺

代です。いろいろな民族が適作地を求め

て、大きな河川の周辺に移住し、国家を

つくるようになります。そうしてみなが

平和に暮らせればよいのですが、どう

しても国家と国家、民族と民族の問で紛

争が起きる。すると、戦争になりますが、

それとは別に、仲間の結束力を高めるた

めに「自分たちが正しい」と思える仕組

みを作りました。これがいわゆる「民

族的な宗教Jの始まりです。これが後

に、理想の人類共同体をめざそうといっ

たメッセージ性の強い 「普通宗教Jに変

化していきます。それが今日、われわれ

の大きな遺産となっている大宗教(仏教、

キリ スト数、イ スラム教)です。中世や

近代も、古代にうまれたこうした宗教が

ベースとなって築かれたのです。

日本における宗教
では日本はと言うと、大きなi可がな

かったせいもあって、ほかの民族と媛蝕

して文明を築く、本格的な古代を経験し

なかった。そのまま日本人は、歴史を歩

みはじめました。こうなると、大宗教の

必要性がうすい。波来した仏教も、本

来、日本に土着の引11道とはまったく典型f

であるにもかかわらず、 同一視されるよ

うになる始末です。大宗教は、民族紛争

と関係があ り、それを克服するために生

まれたものなのですが、その意~ft~が非常

に希m(になんですね。そうなると宗教の

重要性について、まず怨像力が働かない。

そういう ~:~i誌のまま海外に行ってしまう

と、周囲の人たちとの人間関係がきずけ

ないという問題が起こります。観光客な

ら、それでもまだいいかもしれない。で

も、任地に長期間滞在して協力活動を行

なう任務がある協力|欲の方々には、宗教

というものの意味合いを傑〈理解してい

ただきたいと思います。

日本人の宗教音痴が引

き記こす問頴点

世界では、異質な相手との向き合う場

合、まずお互いの宗教を確認しながら関

係を築いていくわけですが、日本人の場

合、そんなことより相手の人柄や気持

ちを理解するほうが大事で、親しくなっ

てからやっと相手の宗教を知る、とい

う順番なんです。同質な人々とばかりつ

きあってきたので、これが自然かも しれ

ませんが、この方法だと、世界の人々と

仲ょ くする ことができないし、自分にも

相手にもプラスになるように知恵をめ ぐ

らすこともできない。宗教とは要するに、

異なった人々が一緒に暮ら していくため

の知恵なんです。その知恵に疎いのが、

日本人の宗教育街iのいちばんまずい点で、

私が問題だと思っているところです。

日本人でも宗教を信じている人は、当

然たくさんいますが、現実には宗教より

ももっと大事な帰属柴田、日本というも

のがあって、そちらのほうが優先され

てしまうんです。 宗教のこ とは後回しに

してお くのが、 日本で、良好な人間関

係、社会関係をきずく場合の基本なんで

すね。異質な相手ときちんと向き合える

能力さえ具わっていれば、宗教に関して

無知だって、別に併わないんです。でも

世界中の人々は、宗教を手がかりにその

能力を高めてきたわけだから、日本人も

宗教について勉放して、その能力を高め

ていくというのが一番附単なやり方では

ないだろうか。

宗教理解=異民族理解
世界では、人間が互いに巡っているの

が当たり前ですから、途いをJillWf.し尊重

するところから人間関係が始まります。

Japan Overseas Cooperativ巴Association

宗教は、大変位キIJなもので、 コンビュー

タでいうと r&司、ソフトJのような存雀

です。相手が、そのプログラムで動いて

いる q すると、相手の考え方や行動が予

iJIIJできる。作JかliiJlffiがJ也きたときに、相

手の宗教を知っていれば、「なぜ相手ーが

そう考えたのか」という現出を拘Eること

治す出来る。布1i!Jf;(問題を例にとっても、な

ぜあんなに反発が起きるかというと、西

欧文明では家畜と野生動物は、同じili}J物

でも、全然違うカテゴリ ーなんですね。

家畜は、煮て食おう と焼いて食おうと

勝手で、それは人間が食べるためにある。

でも、鰍を含めた野生動物は、人間より

も先に創られているから、悶有の権利(み

たいなもの)を持っている。このように、

宗教を勉強することで、 *i~果的に民族聞

の』帝機や誤解が少しでもwmiされるなら、

それは意味があることなんです。

異なる宗教の人々が、同じように考え

行動することは、迎想!かもしれないけれ

ど現笑には難 しい。だからこそ異質な

人々と共存し、五いを信 ~~iできる f'i 'I!tJ

にしなくてはいけない。異なるからこそ、

相手を大事にしなければならない。相手

には相手なりの考え方や感覚がある。そ

れを理解していくことが、双方の信頼に

結びつき、共存へと発展してし‘くわけで

す。そこまでいかないと、世界の恨本的

問題は解決しないんです。

われわれ日本人は、 W:界的に見れば少

数民族ですυ セキュリティのためにも、

人類の大きな集団、つまり 、主要な大宗

教については、十分研究して、彼らの行

!li}JをJlliWf.し予iWJしておくことが大事です

ねυ このことは、広い意味で、 i政治やビ

ジネスなどにも応mが出来ると思います。

塁整昆盟居ではない
どのような人々にも自分たちなりの考

え方・習慣があります。そしてふつう、

それ以外の考えをする人々、それ以外の

ことを信じている人々の存在を忽像する

ことができません。でもそれがはっきり

認識できるのが、他の民族なのです。異

質なものが入り込んできたときに、はじ

めて他者との迷いが分かる。そうすると、

ひるがえって、自分たちが何を信じてい

るかとについても自覚的になれる。や11の

存在は、それを信じている人々にとって

は当たり前ですが、信じていない人々に

とっては、何の証拠もなし、。ここが宗教

の不思議なところで、理屈を超えている

んです。相11の存在や宗教の教義について

は、いくら証拠を積み重ねて雰iで考えて

も、解決がつかないんですよ。そのこと

が正しいか間違っているかではなく、信

じるかどうか。つまり、選択の問題にな

る。「宗教は理屈じゃないJ-これが宗

教の本質であり 、そう考えることが、宗

さまざま芯視点

数へのリスペク トでもありますυ

魁墜量oPTf=ikl主一一
皆さんの協力隊経験は、とても to1tな

ものだとは思いますが、帰国後そのまま

日本に l青|化してしま ったら、この i~Lm:な

経験を活かすことはできません。協力隊

員として、 f壬図を見てきたように、これ

からは故国である日本に対しでも、外

のil!点を取り入れることがA致ーです。そ

うすることで、日本社会の抱える凱題や

問題点を発見し、それぞれの分野に役立

てていく 。これができではじめて、協力

活動に行った意味方f出てくると思います。

欣困に戻ってきたという意識でいるので

はなく、故国をもうひとつの任地だと考

えればよいのではないのでしょ うか。 l岱

・受t!l:の豊かな若いl時期の経験を、今後も

活かせるよう、更なる努力を重ねられる

こと、そ して、今後の活限を則待してい

ます。

圃締爪大三郎先生のWi出したテレビ需組『如l

らないでは前まない宗教の講座』が、東京

Jt~ 団のサイトで、 [f}J聞のかたちで公開され

ています。イスラム数、キリスト数、仏教

など、 全 10回。 rw:叫がわかる宗教祖会学:

人I"JJを参考告に、ごらん下さし、。

情報交流司1業 闘をつくる、 μ|をi也える

IlttD:/ /www.tkfd.or.jD/division/public/ 

nation/ibunka.shtml 
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「書評のおしごと」
⑨ 

橋爪大三郎著『はじめて

の構造主義』によって、構

造主義の手ほどきを受けた

読者も少なくないのではな

いか。明快・論理的な思考

で知られる社会AZ?橋爪

大三郎氏のこれまでの書評

の集成が『書評のおしご

と』(A5判・382頁・2

500円+税)として刊行

されている。
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忠則帆H.

∞.mccN

著者は1980年代、ニ

ュ|アカ・ブlムの渦中に

登場以来、国内外の動向・

思潮を客観的に見すえた著

作と発言で論壇をリードし

てきた。その著者のこの初

年間(回年lm年)の書評

の初めての集成。

思想を読む、社会を読

む、知の前線を読む、世界

‘t!tl，:f.' 

哲11i

を読む、時代を読む、生活

文化を読む、解説・論文と

ブックガイド、インターネ

ット鼎談書評(小林恭二・

広瀬克哉・橋爪大三郎)に分

けて、約200冊が姐上に

載る。
著者のフィールドの広さ

には改めて感心させられ

る。細川周平『レコードの

美学』、池田清彦『分類と

いう思想』、今野浩『数理

決定法入門』、隈研吾

『新・建築入門』なども守

備範囲である。

寸あとがきにかえて」の

「書評を書くということ」

は著者のグ書評論Hとして

興味深い。〈書評の書き手

は、たいてい、本の著者、

つまり、自分も書評される

側の人間だ。/本の著者た

ちが、そうやって順番に、

読者となり評者となって、

互いの本について意見をの

べあい、共同で評価を確立

していく。その一つひとつ

のやりとりが、書評なの

だ。/当然、そこには、ル

ールというものがある。公

正であること。公平である

こと。正確であること。率

直であること。著者がどん

なに著名で、権威があろう

と(あるいは、なかろう

とて知り合いだろうと、

誰だろうと、今度書かれた

本のなかみに即して、その

本から言えること(だけ〉

をはっきりのベる。こうし

た公開の応酬が、それぞれ

の本の価値を明らかにして

いく〉。

さらに書評は必ず褒める

ことにしている。さもない

と読んで楽しくないだろ

う。褒めるのがむずかしい

本の書評は原則としてひき

受けない。書評は書き慣れ

ることがない。書評はむず

かしい。最初の一行に書評

の作業の半分くらいの時聞

がかかると言ってもよい

ーーー著者の書評に対する心

構えも明快である。

海鳥社H一Tmlm福岡市中
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日
本
の
宣
伝
力
を
ど
う
強
化
す
べ
き
か

~ooS---之工⑦

日
本
人
も
、
日
本
の
政
府
も
、
外
国
に
も
の
ご
と
を
説
明

す
る
の
が
下
手
く
そ
だ
っ
た
。

理
由
は
、
い
く
つ
も
あ
る
。

第
一
に
、
日
本
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
方
の

問
題
。
日
本
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
ハ
イ
コ
ン
テ

ク
ス
ト
(
文
脈
の
負
荷
が
高
い
)
で
、
共
通
了
解
を
推
測
し

て
埋
め
合
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
部
分
が
多
い
。
主
語
が

省
略
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
一
例
だ
。
暗
黙
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト

(
共
通
了
解
)
を
う
ま
く
参
照
す
る
の
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
コ
ツ
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
あ
て

に
で
き
な
い
外
国
の
場
合
、
ま
ず
様
子
を
み
よ
う
と
す
る
。

す
る
と
、
何
も
主
張
す
る
こ
と
が
な
い
の
だ
と
解
釈
さ
れ
て

7
レ
幸
せ
っ
。

2006.1.1発行東京財団『日本人のちから』第 28号 P8・9

第
二
に
、
日
本
と
異
な
る
、
ロ

1
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
ど
う
い
う
も
の
か
、
よ
く
わ
か
っ
て
い
な

い
こ
と
。
そ
う
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
ど
う
組
み
立

て
た
ら
い
い
の
か
の
、
戦
略
も
な
い
。
言
い
た
い
こ
と
は
み

な
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
な
か
に
込
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
演

説
で
も
、
交
渉
ご
と
で
も
、
原
則
や
主
張
点
を
明
確
な
フ
レ
ー

ズ
に
表
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
が
で
き
て
い
な
い

日
本
語
の
文
章
は
、
そ
も
そ
も
英
語
に
翻
訳
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
外
国
の
人
び
と
に
何
か
を
伝
え
よ
う
と
す
る
場
合
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
モ

l
ド
を
、
ハ
イ
コ

ン
テ
ク
ス
ト

か
ら
ロ

l
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
切
り
換
え
る
必
要
が
あ
る
。

言
論
の
自
由
が
あ
る
固
と
、
な
い
国
が
、
た
と
え
ば
歴
史

問
題
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
、
宣
伝
合
戦
を
繰
り
広
げ
た
ら
ど
う

な
る
か
。
見
た
と
こ
ろ
、
な
い
国
の
ほ
う
が
優
勢
に
な
る
だ

ろ
う
。
言
論
の
自
由
が
あ
る
国
は
、
国
内
に
い
ろ
い
ろ
な
意

見
が
あ
る
の
で
、
な
い
図
は
片
方
を
応
援
し
た
り
、
ひ
っ
か

き
回
し
た
り
で
き
る
。
い
っ
ぽ
う
、
言
論
の
自
由
が
な
い
国

は
、
マ
ス
コ
ミ
も
世
論
も
統
一
さ
れ
て
い
て
、
あ
る
固
か
ら

働
き
か
け
る
余
地
が
な
い
。

で
は
、
世
論
は
、
言
論
の
自
由
が
な
い
国
の
ほ
う
が
強
力

で
、
あ
る
図
の
ほ
う
が
弱
体
な
の
か
。

そ
う
で
は
な
い
と
思
う
。

言
論
の
自
由
が
な
い
固
に
は
、
ま
っ
た
く
発
言
で
き
な
い

多
く
の
人
び
と
が
お
り
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
反
映
さ
れ
な
い

第
三
国
の
判
定
が
重
要

だいさぶろう

1948年生まれ。東京大学大学院

社会学研究科博士課程単位取得

退学。社会学者。現在、東京工

業大学教綬。東京財団評議員。著

に、『世界がわかる宗教社会学

入門J(筑摩書房)、『はじめての惰造主義J(講談社現代新

書)、『隣りのチャイナJ(夏目書房)、『アメリカの行動原理j

(PHP新書)など。

はしつめ) 

第
三
に
、
相
手
国
に
対
す
る
研
究
が
足
り
な
い
。
こ
ち
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
ほ
か
の
さ
ま
ざ
ま
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
出

来
事
と
一
緒
く
た
に
な
っ
て
、
相
手
に
受
け
取
ら
れ
る
。
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
発
す
る
こ
と
で
思
い
通
り
の
効
果
を
あ
げ
る
た
め

に
は
、
相
手
の
思
考
法
や
興
味
・
関
心
に
つ
い
て
の
系
統
的

な
研
究
が
必
要
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
日
本
に
と
っ
て
重
要

な
国
で
あ
る
、
ア
メ
リ
カ
に
つ
い
て
の
ア
メ
リ
カ
研
究
所
も

な
い
し
、
中
国
に
つ
い
て
の
中
国
研
究
所
も
な
い
し
、
ロ
シ

ア
研
究
所
も
イ
ン
ド
研
究
所
も
な
い
。
そ
う
い
う
必
要
が
痛

感
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
日
本
は
か
つ
て
ア

メ
リ
カ
の
行
動
を
読
み
ち
が
え
、
中
国
の
行
動
を
読
み
ち
が

え
て
痛
い
自
に
あ
っ
た
。
そ
れ
を
繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
。

共
産
党
の
宣
伝
と
、
言
論
の
自
由

さ
て
、
宣
伝
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
。

共
産
党
に
は
宣
伝
部
と
い
う
も
の
が
あ
っ
て
、
宣
伝
の
全

般
を
と
り
仕
切
っ
て
い
る
。

マ
ル
ク
ス
主
義
で
は
、
階
級
闘
争
が
こ
の
社
会
の
根
底
に

あ
り
、
そ
れ
が
人
び
と
の
意
識
に
反
映
す
る
と
考
え
る
。
だ

が
、
人
び
と
全
員
が
正
し
い
意
識
を
も
っ
と
は
限
ら
な
い
。

あ
る
時
代
の
意
識
は
「
支
配
階
級
の
意
識
」
だ
か
ら
だ
。
そ

こ
で
、
革
命
を
進
め
る
共
産
党
は
、
労
働
者
た
ち
が
ブ
ル
ジ
ヨ

さ
ま
ざ
ま
な
考
え
が
あ
る
。
そ
れ
ら
を
無
視
し
て
成
り
立
っ

て
い
る
世
論
は
、
論
争
で
鍛
え
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
こ
と

を
衡
か
れ
れ
ば
、
そ
う
し
た
図
の
議
論
は
も
ろ
い
。
い
っ
ぽ

う
、
言
論
の
自
由
が
あ
る
国
は
、
こ
れ
以
上
議
論
が
崩
れ
る

こ
と
は
な
い
。
も
し
も
そ
う
し
た
図
の
世
論
が
コ
ン
セ
ン
サ

ス
に
至
れ
ば
、
と
て
も
強
力
だ
。

さ
て
、
こ
う
し
た
両
国
の
論
争
は
、
ほ
か
の
国
(
た
と
え

ば
ア
メ
リ
カ
)
か
ら
ど
う
見
え
る
か
。
言
論
の
自
由
が
な
い

国
の
議
論
は
一
方
的
で
、
あ
る
国
の
ほ
う
が
ま
と
も
だ
と
見

え
る
は
ず
だ
。
言
論
の
自
由
が
な
い
国
は
、
こ
れ
を
知
っ
て

い
る
の
で
、
ア
メ
リ
カ
の
世
論
を
動
か
そ
う
と
す
る
。
た
と

え
ば
、
ど
し
ど
し
英
語
で
情
報
提
供
す
る
な
ど
。
ア
メ
リ
カ

の
見
方
が
結
局
、
論
争
の
流
れ
を
決
め
る
。
相
手
国
と
の
論

争
に
ば
か
り
気
を
と
ら
れ
て
い
な
い
で
、
ア
メ
リ
カ
の
世
論

を
味
方
に
つ
け
る
こ
と
を
考
え
な
い
と
だ
め
な
の
だ
。

国
際
社
会
の
論
争
で
は
、
当
事
国
同
士
の
応
酬
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
第
三
国
に
ど
う
訴
え
て
、
味
方
に
つ
け
る
か
が

大
事
に
な
る
。
こ
う
い
う
こ
と
を
、
ち
っ
と
も
考
え
て
こ
な

か
っ
た
の
が
、
日
本
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

自
国
の
イ
メ
ー
ジ
に
責
任
を
も
っ

政
府
は
、
国
民
(
主
権
者
)
を
代
表
し
、
国
際
社
会
に
向

け
て
明
確
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

言
論
の
自
由
が
あ
る
限
り
、
囲
内
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
見
方

が
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
い
や
だ
か
ら
こ
そ
、
政
府
は
あ
え
で

あ
る
明
確
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
つ
く
り
出
す
べ
き
で
あ
る
。
政

府
は
、
自
国
が
国
際
社
会
の
な
か
で
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ

で
見
ら
れ
る
か
の
、
責
任
を
も
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
を
、
「
宣
伝
」
の
ま

っ
と
う
な
あ
り
方
と
関
連
づ
け
て
、

の
べ
て
み
る
と
ど
う
な
る
か
。

ノ

ノ

ーノ

ワ
的
な
意
識
を
捨
て
て
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
階
級
の
意
識
を
も

つ
よ
う
に
指
導
す
る
。
そ
の
手
段
が
宣
伝
だ
。
こ
の
宣
伝
は
、

共
産
党
が
政
権
を
と
っ
た
あ
と
も
、
反
革
命
が
起
こ
る
と
い

け
な
い
の
で
、
ず
っ
と
維
持
さ
れ
る
。

中
国
共
産
党
に
も
宣
伝
部
が
あ
っ
て
、
新
聞
、
維
誌
、
ラ

ジ
オ
、
テ
レ
ビ
、
出
版
な
ど
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
担
当
し
て
い

る
。
も
と
も
と
こ
う
し
た
メ
デ
ィ
ア
は
国
営
で
、
共
産
党
の

支
部
が
置
か
れ
、
宣
伝
部
の
傘
下
に
あ
っ
た
。
ニ
ュ
ー
ス
や

論
説
は
い
ち
い
ち
チ
ェ

ッ
ク
を
受
け
る
し
、
党
主
導
の
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
も
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
い
ま
で
も
基

本
は
変
わ
ら
な
い
。

こ
う
し
た
国
で
は
、

言
論
の
自
由
が
な
い
。
メ
デ
ィ
ア
は

一
枚
岩
だ
。
さ
ま
ざ
ま
な
考
え
の
国
民
が
い
て
も
、
メ
デ
ィ

ア
を
通
じ
て
は
知
り
ょ
う
が
な
い
。
党
や
国
家
の
方
針
に

そ
っ
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
強
力
で
、
西
側
の
メ
デ
ィ
ア
が
つ

け
こ
む
す
き
が
な
い
。

い
っ
ぽ
う
、
日
本
な
ど
西
側
諸
国
で
、
宣
伝
と
言
え
ば
、

商
品
広
告
を
ま
ず
イ
メ
ー
ジ
す
る
。
商
品
広
告
は
無
料
で
、

ぱ
ら
ぱ
ら
(
各
企
業
が
勝
手
に
や
る
か
ら
分
権
的
)
に
、
商

品
に
つ
い
て
の
情
報
を
提
供
す
る
。
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は
広
告

(
つ
ま
り
企
業
の
支
払
い
)
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
い
る
。

政
府
は
、
言
論
の
自
由
を
守
る
義
務
が
あ
る
の
で
、
原
則
と

し
て
宣
伝
は
や
ら
な
い
。

例
外
は
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
で
、
宣
伝

相
ゲ
ツ
ベ
ル
ス
が
徹
底
し
た
宣
伝
戦
を
繰
り
広
げ
た
。

宣
伝
は
、
実
物
に
先
立
っ
て
流
布
さ
れ
る
。
鰻
屋
の
庖
先

の
、
蒲
焼
の
に
お
い
の
よ
う
な
も
の
。
宣
伝
は
、
背
後
に
実

物
が
控
え
て
い
る
限
り
で
、
真
実
だ
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。

け
れ
ど
も
、
宣
伝
は
、
実
物
と
切
り
雌
さ
れ
て
、
そ
れ
自
体

が
消
費
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
エ
レ
ガ
ン
ト
な
宣
伝
は
、
そ

う
い
う
宣
伝
を
す
る
そ
の
国
も
、
エ
レ
ガ
ン
ト
な
の
だ
ろ
う

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
う
み
だ
す
。
宣
伝
は
、
実
物
よ
り
広
く

い
き
渡
る
の
で
、
イ
メ
ー
ジ
は
ひ
と
り
歩
き
し
や
す
い
。

他
国
と
論
争
す
る
政
府
が
、
ど
の
よ
う
に
そ
れ
を
第
三
国

に
向
け
て
説
明
す
る
か
。
ど
う
い
う
原
則
と
ポ
リ
シ
ー
に
も

と
づ
い
て
、
行
動
し
て
い
る
と
自
己
主
張
す
る
か
。
こ
れ
が

明
快
で
、
共
感
し
や
す
い
も
の
な
ら
、
信
頼
で
き
る
国
だ
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
を
獲
得
で
き
る
。
こ
れ
が
不
明
瞭
で
、
一
貫

性
の
な
い
も
の
な
ら
、
共
感
は
え
ら
れ
な
い
。
イ
メ
ー
ジ
は

貴
重
な
資
産
だ
。
国
益
を
実
現
す
る
の
に
必
要
な
、
他
国
の

行
動
を
ひ
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
か
ら
だ
。

自
国
の
イ
メ
ー
ジ
を
つ
ね
に
意
識
し
、
自
覚
し
、
よ
り
よ

い
も
の
に
す
る
の
は
、
政
府
の
重
要
な
役
割
だ
。

自
国
の
人
び
と
(
科
学
者
だ
ろ
う
と
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
だ

ろ
う
と
、
芸
術
家
だ
ろ
う
と
、
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
だ
ろ
う
と
)

の
す
ぐ
れ
た
活
動
を
、
い
ろ
い
ろ
な
機
会
に
ア
ピ
ー
ル
す
る

こ
と
。
国
民
と
政
府
の
関
係
が
明
確
で
、
政
府
が
国
民
の
た

め
に
行
動
し
て
い
る
と
い
う
原
則
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
な

ら
ば
、
こ
う
い
う
ア
ピ
ー
ル
は
説
得
力
を
も
っ
。

政
府
は
、
他
国
が
し
か
け
て
く
る
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
も
、
対
抗
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
日
本
の
政
府

は
そ
も
そ
も
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
仕
か
け
ら

れ
(
う
)
る
と
い
う
感
覚
が
な
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
感

覚
を
も
ち
、
対
抗
策
を
用
意
し
、
国
民
の
た
め
に
、
自
国
の

イ
メ
ー
ジ
と
誇
り
を
守
る
。
し
か
も
そ
れ
を
、
エ
レ
ガ
ン
ト

に
行
な
う
。
こ
う
い
う
仕
事
の
た
め
に
、
税
金
の
一
部
を
ぜ

ひ
有
効
に
使
う
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。
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熱
い
時
代
を
や
り
過
ご
し
た
作
家

村
上
春
樹
さ
ん
は
同
学
年
だ
そ
一

う
で
す
が
、
な
ん
と
な
く
、
私
よ
り
年
一

下
な
の
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
学
一

生
運
動
の
波
が
退
い
た
あ
と
、
ち
ょ
っ
一

と
遅
れ
て
や
っ
て
き
て
、
な
に
か
始
一

め
た
。
そ
ん
な
作
家
と
い
う
気
が
し
一

て
い
た
ん
で
す
。
橋
本
治
さ
ん
な
ら
、
一

文
学
部
の
授
業
で
一
緒
に
な
っ
た
し
、
一

全
共
闘
世
代
だ
と
よ
く
わ
か
っ
て
い
一

た

ん

で

す

が

。

一

あ
る
時
期
に
大
勢
で
共
通
体
験
を
一

も
っ
と
、
あ
と
で
そ
れ
を
原
点
に
、
も
一

の
を
考
え
る
よ
う
に
な
る
も
の
な
ん
一

で
す
。
私
の
世
代
は
そ
の
傾
向
が
強
一

い
。
で
も
、
そ
れ
を
「
や
り
過
ご
し
た
」
一

村
上
春
樹
さ
ん
は
、
ち
ょ
っ
と
違
う
。
一

作
品
を
読
ん
で
も
、
時
間
軸
や
空
間
一

軸
の
ど
こ
が
原
点
に
な
っ
て
い
る
の
一

か
、
わ
か
ら
な
い
。
乙
の
と
と
が
、
彼
一

の
世
界
の
魅
力
と
な
っ
て
い
る
よ
う
一

に
思
い
ま
す
。

村
上
さ
ん
は
、
長
編
を
書
こ
う
と
一

い
う
志
向
が
強
い
ん
で
す
ね
。
長
編
一

は
、
定
漠
と
し
た
つ
か
み
ど
こ
ろ
の
一

な
い
場
所
で
、
自
分
の
感
性
を
ジ
ャ
一

社会学者・東京工業大学教授

橋爪大三郎

イ
口
に
し
て
物
語
を
紡
ぎ
出
し
て
い

く
、
困
難
な
作
業
で
す
。
そ
れ
は
ち
ょ

う
ど
、
私
た
ち
が
自
分
の
だ
ら
だ
ら

し
た
生
き
方
に
起
承
転
結
を
つ
け
よ

う
と
も
が
く
と
き
に
直
面
す
る
、
困

難
や
無
力
感
と
つ
な
が
っ
て
い
る
と

思
う
。
感
性
を
も
と
に
そ
ん
な
長
編

を
ぐ
い
ぐ
い
書
い
て
し
ま
え
る
と
と

自
体
に
、
い
ま
世
界
中
の
多
く
の
人

び
と
が
魅
力
を
感
じ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。

『
ね
じ
ま
き
鳥
ク
口
二
ク
ル
』
も
そ

う
で
す
が
、
夢
と
現
実
が
相
互
浸
透

し
て
区
別
で
き
な
い
よ
う
な
世
界
が

し
ば
し
ば
描
か
れ
る
。
こ
れ
は
、
決
定

的
な
何
か
を
や
り
過
ご
し
、
軸
を
も

た
な
い
作
者
の
浮
遊
感
を
な
ぞ
る
と

同
時
に
、
ど
と
か
基
本
的
な
と
こ
ろ

で
失
調
し
、
方
向
感
覚
を
な
く
し
て

漂
流
し
て
い
る
、
私
た
ち
の
比
喰
に

も
な
っ
て
い
る
。
村
上
さ
ん
の
作
品

を
読
む
と
、
私
た
ち
は
そ
ん
な
感
覚

を
呼
び
さ
ま
さ
れ
、
荒
唐
無
稽
な
物

語
の
は
ず
な
の
に
、
鮮
明
な
リ
ア
リ

テ
ィ
に
映
る
の
で
す
。
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